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盟UMM提供）
・�メキシコ・シティを訪れて歓迎を受ける法王（当時）フランシスコ（2016年，メキシ
コ大統領府撮影，CC BY 2.0）
・�ブラジル，サンパウロ市内にある「移民統合センター」。手前の青年のTシャツには「私
は移民だった。あなたが私を受け入れてくれた」と書かれている（2018年，近田亮
平撮影）
（裏表紙）
・�サンパウロ市郊外の貧困層居住地区で洗濯バケツをもって歩く住民（2006年，近
田亮平撮影）
・�サッカーは男性性（マチスモ）を象徴するスポーツだが，サンパウロのサッカー博物
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亮平撮影）
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